
大阪府大阪市住之江区

事業名称：地域による人と家の見守り活動支援事業

・特定空家の発生未然防止を目的に、地域の福祉関連団体が空家になる可能性のある家屋等の所有者（以下、所有者等という）に対し
「人と家の見守り活動支援センター」の利用促進にかかる情報を提供および啓発し、支援センターが所有者等に寄り添い支援することで、
空家の適正管理・活用につなげる仕組みを検討、試行する。

１．構築予定の所有者情報の外部提供の流れ

空家になる可能性の高い、所有者情報の流れ

① 所有者等に向けた支援センターの利用促進にかかる情報提供および啓発
② 所有者等への相談対応・空家の活用・管理意向に応じた協力事業者等に関する情報案内・空家の活用・管理意向確認、協力事業者等との接触についての意向確認
③ 意向確認書の記入・提出
④ 活用意向に応じた所有者情報の振り分け
⑤ 所有者等への接触（支援センター帯同にて） ・空家の管理・活用のための相談対応および、サービス提供
⑥ 所有者等からの協力事業者等のサービス利用に関するアンケート

・支援センターが所有者に意向確認を取る際

・協力事業者等に情報提供をする際

・情報提供先の協力事業者等選定基準

・支援センター、福祉関連団体、協力事業者等、による
課題解決のためのケース会議の開催

３．協力事業者等への情報提供における取り決め等

【行政（人と家の見守り活動支援センター）】
・所有者への意向確認、提供可能な情報の聴取、相談対応
・協力事業者等への情報提供
【地域の福祉関連団体】
・所有者への支援センター利用促進
にかかる情報提供、啓発
【協力事業者等】
・情報提供を受けた空家、所有者
への相談対応、サービス提供

２．情報提供における官民の役割

（対象：将来空家になる可能性がある家屋の所有者、どちらかというと家屋の管理・活用に消極的な空家所有者）

協力事業者等による提供サービス情報の流れ、および意向確認の流れ。事業者からのサービス利用アンケート

協力事業者等によるサービス提供の流れ
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動支援センター）

所有者等
地域の福祉関連団体（包
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４．事業における特徴・成果

大阪府大阪市住之江区

事業名称：地域による人と家の見守り活動支援事業

【ヒアリング対象（計36者）】

【地域福祉のネットワークによる空家発生情報の収集と外部提供】

○ 住之江区では、さらなる高齢化や核家族化により生じる高齢者の単身世帯の問題と、その先にある管理されない空家の問題とを

一つの地域課題と捉え、人と家の見守りに取り組み、既存の地域福祉のネットワークを活用しながら、予防的な空家対策のための

体制づくりを行い、空家問題の解決に取り組むこととしている。

○ 現状の地域福祉の現場でどのような空家に関する情報が発生しているのか把握し分析するため、福祉関連団体、地域福祉ボラ

ンティア、想定する協力事業者等にヒアリングを実施した。

○ ヒアリング結果を踏まえ、所有者の個人情報の流れや事業実施にかかる福祉関連団体や協力事業者等とのネットワークづくりの

スキームを構築するため、外部有識者３名を委員とする検討会議を実施した。

○ 検討会議での議論及び試行を踏まえ、所有者の意向確認から情報提供までのフロー、段階に応じた提供情報の範囲について整

理し、 主に高齢の所有者への相談対応、協力事業者等へのつなぎ支援を行う中間支援組織（人と家の見守り活動支援センター）

の役割と具体的な業務内容についてのマニュアルを作成した。

〇福祉関連団体
ケアマネージャー、
包括支援センター、ブランチ、ヘルパー、
障がい者相談支援センター
〇地域福祉ボランティア

地域ネットワーク推進員、ボランティア
グループ
〇想定する協力事業者等
不動産業者、解体業者、造園業者、家
財処理業者、引っ越し・運送業者

【マニュアル】



４．事業における特徴・成果

大阪府大阪市住之江区

事業名称：地域による人と家の見守り活動支援事業

【
特に高齢の所有者、空家所有者
予備軍の場合、空家の利活用や
管理についての意識付けのため
には「いつ」「どのような内容を」
「誰から」提供するかがポイント
なるため、来年度以降は、情報提
供の仕組みの稼働に加え、協力
事業者等と地域の福祉関連団体
のそれぞれが保有する知識や
ネットワーク
所有者に適切な支援をする仕組
みづくりや関係者への意識付けお
よび各分野における「地域福祉視
点の予防的空家問題解決」がで
きる人材育成をめざ

【啓発イベントの様子】 【啓発イベントの内容】

①福祉従事者向け

【内容】 司法書士に聞く！空き家と家族のこれからの問題
講師：司法書士河田真一氏
ケアマネジャー向け
【日時】 平成３０年１月１８日（木）午後２時～３時

【場所】 住之江区在宅サービスセンターさざなみ ３階多
目的ルーム
【参加者数】10名
ホームヘルパー向け 定期会議内で実施
【日時】 平成３０年２月１５日（木）午後３時～４時
【場所】 住之江区役所３階 ３－１会議室
【参加者数】29名

②一般向け
地域福祉と空き家のしあわせな関係
【日時】 平成３０年２月１８日（日）午後２時～４時
【場所】 千鳥文化

【講師】 横山俊佑氏（大阪市立大学大学院）、滝口美保氏・松
岡邦彦氏（つくぼ片山家プロジェクト）
【参加者数】11名
【日時】 平成３０年２月２５日（日）午後２時～４時
【場所】 千鳥文化

【講師】 谷亮治氏（博士（社会学））、家成俊勝氏（ドットアーキ
テクツ）
【参加者数】23名

【啓発イベントの実施】

○ 空家に関する問題意識の醸成のため1月、2月に、福祉従事者向け（ケアマネジャー、ホームヘルパー）にセミナーを2回、一般区

民向けに啓発イベントを2回実施した。

○ セミナーでは、第2回目には既存の会議と合わせて開催することで参加者数を増やした。啓発イベントでは、区内にある古い家屋

をリノベーションした施設「千鳥文化」で2回行い、第1回目は「福祉と空家のしあわせな関係」第２回目は「地域と空家のしあわせな

関係」として、建築と社会学の有識者、空家で活動する実践者を招いた。参加者からは「高齢化になり、手入れできずに家に今まで

通り住めないとかの問題は、空き家だけでなくいろいろな面で困っているのはどこも同じだなと思いました。」「地域の民家活用場所

で開催されることが新鮮でした。」といった感想が得られた。


